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概要 対面オンライン遠隔会議で、母語話者(NS)と非母語話者(NNS)の(L2)学習者が発揮する協調学習の特徴を、

構築中の「アジアン・ミスコミュニケーション・コーパス」の分析例を通して具体的に報告する。日本語会議は

ポーズとフィラーの使用に関し、中国語会議は「発話単位理解度」と「コミュニケーション達成度」について、

それぞれ NS と NNS の協調的談話方略を定量的に分析した。得られた結果を元に、評価の可視化と半自動ラベリン

グの手法を提案し、外国語教育や異文化学習への応用を検討する。 
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1. 日中異文化コミュニケーション学習支援 
国際交流の拡大と情報通信技術の高度化に伴い、ICT

を利用した異文化コラボレーションの機会が増えてい

る。早稲田大学では過去 8 年間、早稻田・慶応・北京

大・清華大・台湾師範大1・韓国高麗大の 6 校間でビデ

オ会議を開催してきた。アジア 6 大学の学生たちがそ

れぞれの教室から TV 画面を通じて対面し、時事問題や

身近な関心事をテーマに討論を行う。会議用語は原則

的に隔週、日本語と中国語を交互に使用する。母語で

の討論は心理的緊張感を緩和し、非母語話者にとって

も次回の発言に必要な情報を吸収できる。参加者の大

半が大学入学後に学習を開始した第二外国語であるた

め、高く語学力は望めない。異文化コミュニケーショ

ンでは、多数の参加者が協調的に学び合う過程が相互

理解を促し（三宅 2009）、学習支援も母語話者に近い

正確さを目指す伝統的外国語教育とは観点が異なる。 

                                                                 
1 2008 年 10 月から淡江大学に交代。 

異文化間コミュニケーションには言語スキル以外に、

課題遂行能力や状況への柔軟な対応力、対人関係や感

情処理など、異文化間ソーシャル・スキルが求められ

る（Yusuke Kondo 他 2008a）。アジア 6 大学 TV 会議の

参加学生たちも、さまざまなソーシャル・スキルを動

員して言語の壁を乗り越え交流を試みるが、日中間の

情報格差を短時間で埋めることは容易ではない（砂岡

他 2008）。 

異文化コミュニケーションは交流の支援法と到達度

判定基準が明確ではなく、遠隔授業を授業科目として

導入するさい、シラバスや教材作成に困難をきたす。

「アジアン・ミスコミュニケーション・コーパス」は

異文化交流障害の緩和支援を目的に、過去蓄積してき

た日本語と中国語の学生会議録画約 100 本を資源とす

るアノテーション付き動画コーパスである。コーパス

の閲覧・コメント・検索可能な教育・研究用 Web 教学

プラットホームも構築中で[図 1]、個人情報保護と版
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高い内容に変換するスキルである。接続詞など応答詞

の使用は、コミュニケーション達成度を上げるのに有

効であり、難しい語彙を使うよりは、使い慣れた平易

な語句を淀みなく発話し、平均 2 秒程度の短い発話を

往還すれば、コミュニケーション達成度が向上する。 

6. 評価の可視化と半自動ラベリング 
アジア学生会議のように、多人数・異文化インタラ

クション活動では、階層的な教育コンテンツを共有し、

その上に付加価値を創造し続ける自律的コミュニティ

として存続することが望ましい。そのためには録画分

析と各種アノテーション処理が簡便に行えることが条

件となる。上記分析は多く手作業によるが（例：録画

データ書き起こし、チャンクのラベル付け、フィラー

へのアノテーション）、一部はプログラムによる半自動

処理を行った（例：録画音声声無音区間の自動分割ツ

ール（認識率 70%-90%）、ELAN 機能によるテキスト時

間情報の抽出]）。Matlab はまだ高価で使用難度も高い

が、ELAN はフリーソフトで扱いやすく、機能も十善

である。ELAN への情報入力が正確であれば、データ

は自動的に吐き出され、それを定量分析し、かつ結果

をグラフなどに可視化する作業はさほど難しくはない。 

Web 教学プラットホームには各種アプリケーションの

使用マニュアルと、研究事例や分析方法を提示し、外

国語教育や異文化学習への利用普及を図ることができ

る。下記、チャンクのラベリングのうち「テキスト理

解度」は 4 段階評価データをコーパス化すれば、コン

ピュータによる照応によってほぼ自動化が可能のはず

である。「コミュニケーション達成度」に関しては、明

示的文法規則を欠く中国語の自動判定は困難が予想さ

れる。 

A テキスト理解度 

4 点 テキスト単独で完全に理解できるフレイズ 

3 点 一つ以上完全な句を含む 

2 点 不完全な句 

1 点 単語だけ、または非動詞性語句 

0 点 語断片、語素など 

B コミュニケーション達成度  

4 点 完全にコミュニケーション達成 

3 点 やや達成（完全ではないが、ほぼ達成） 

2 点 前後の文脈がないと意味不明、或いは二義文 

1 点 前後文脈情報を借りても、理解困難 

0点 その他、語断片、語素、ポーズなど 

なお本分析では併せて使用語彙と句型の特色につい

ても初歩的調査を行ったが、紙幅が尽きたため割愛し

た。詳細は(砂岡他 2008b)を参照されたい。 
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